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コンクリート構造物全般 
対象構造物 

 

中性化、塩害、劣化、鉄筋腐食、モニタリングシステム 
項 目 

 

 

内

容 

使 用 機 器 
 

新北九州空港連絡橋橋脚、瀬戸内海桟橋、発電所取水路、 
使 用 実 績 

温泉地深礎杭橋脚、東京湾桟橋 

〔工法(システム)の特長〕 

コンクリート用腐食センサは、コンクリート中に塩分などの腐食因子が浸透する速

度を長期に渡ってモニタリングするためのセンサです。 
塩分などを含まない正常なコンクリート中の鋼材は、表面の不働態皮膜によって保

護されるので腐食しません。しかしながら、塩分や炭酸ガスなどの腐食因子がコンク

リート表面から浸透し、鋼材表面に到達すると不動態皮膜が破壊されて腐食します。

本腐食センサは、これら腐食因子の検知並びに構造物中鋼材への到達時期を予測する

ことができます。 
腐食センサは、直径が 0.1mm の細い鉄線を円柱状のモルタル製支持体に巻き付け、

かぶりに応じて、鉄線がコンクリート表面から、例えば、5、25、50 および 75mm の

深さに位置するようにコンクリート中に埋設するも

のです。腐食因子が鉄線に到達すると腐食、切断す

るので、それらの浸透深さを検知することができま

す。切断の有無は、各鉄線両端の電位差を測定する

ことにより判定できます。すなわち、切断していな

い場合は短絡状態にあり、電位差はほぼ 0mV を示

しますが、切断すると鉄線間に数 mV 以上の電位差

を生じます。電位差測定は温度変化やケーブルの長

さに影響されないため、抵抗測定と比較して切断の

判定が明確に行えるという特長があります。 
腐食センサの外観 
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検出線 鉄線φ0.1mm×4本
支持体 早強モルタル
支持管 SUS304
電 線 ビニル被覆コード

凡例：

図３　腐食センサの構造

図１　腐食モニタリングシステムの概要
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図２　腐食センサの原理腐食センサの原理 
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